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議第70号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第71号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第72号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第73号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第74号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第75号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第76号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第77号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第78号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第79号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第80号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第81号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮第2号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮第3号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第82号 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第83号 認定 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議第84号 認定 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ◯

議第85号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ◯

議第86号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ◯

議第87号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ◯

議第88号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ◯

議第89号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ◯

議第90号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ◯

議第91号 可決及び
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ◯

議第92号 可決及び
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ◯

議員提出
第3号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ◯

議員提出
第4号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ◯

第４回定例会には、予算関係３件、条例関係４件、決算関係10件、その他の案件８件の合
計25件が市長から上程され、各常任委員会で審査した後、本会議において、原案のとおり可
決しました。また、意見書が２件可決されました。（詳細は P７～８。）

○：賛成　×：反対
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土 岐 市 議 会 だ よ り

　　　　  第４回定例会報告令和２年

議案番号 議　案　名 議案の主な内容

議第70号 令和2年度土岐市一般会計補正予算（第6号） 補正額　736,373千円

議第71号 令和2年度土岐市国民健康保険特別会計補
正予算（第2号） 補正額　 25,679千円

議第72号 令和2年度土岐市介護保険特別会計補正予
算（第1号） 補正額　 64,061千円

議第73号 土岐市長等の損害賠償責任の一部免責に関
する条例について 地方自治法の一部改正に伴うもの。

議第74号 土岐市職員特殊勤務手当支給条例の一部を
改正する条例について

新型コロナウイルス感染症対策に従事した職員に対し特
殊勤務手当を支給するため。

議第75号
土岐市特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例について

法律等の改正に伴い、食事の提供に要する費用の取り扱
いの変更及び特定地域型保育事業者の連携施設の確保義
務の緩和等に対応するため。

議第76号 土岐市及び瑞浪市医療提供体制審議会共同
設置規約について 土岐市及び瑞浪市医療提供体制審議会を設置するため。

議第77号 土岐市及び瑞浪市医療提供体制審議会設置
条例について 土岐市及び瑞浪市医療提供体制審議会を設置するため。

議第78号 財産の取得について 小中学校情報機器端末を160,600,000円で、中部事務機
株式会社　多治見営業所から取得しようとするもの。

議第79号 財産の取得について 蛍光X線分析装置一式を22,649,000円で、島津サイエン
ス西日本株式会社　岐阜営業所から取得しようとするもの。

議第80号 土岐市教育委員会委員の任命同意について 酒井真吾さんの任命同意。
議第81号 土岐市公平委員会委員の選任同意について 加藤一治さんの選任同意。

諮第2号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を
求めることについて 石原幾男さんの推薦。

諮第3号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を
求めることについて 楓重彦さんの推薦。

議第82号
専決処分の報告及び承認について
専第16号　令和2年度土岐市一般会計補正
予算（第5号）

補正額　28,205千円

議第83号 令和元年度土岐市一般会計決算の認定につ
いて

歳入　24,803,850,443円
歳出　23,606,418,850円

議第84号 令和元年度土岐市国民健康保険特別会計決
算の認定について

歳入　6,042,222,718円
歳出　5,612,550,792円

議第85号 令和元年度土岐市駐車場事業特別会計決算
の認定について

歳入　166,016,036円
歳出　 78,671,592円

議第86号 令和元年度土岐市介護保険特別会計決算の
認定について

歳入　6,195,662,716円
歳出　5,804,532,405円

議第87号 令和元年度土岐市・瑞浪市介護認定審査会
特別会計決算の認定について

歳入　32,437,997円
歳出　32,437,997円

議第88号 令和元年度土岐市・瑞浪市障害者総合支援
認定審査会特別会計決算の認定について

歳入　4,071,573円
歳出　4,071,573円

議第89号 令和元年度土岐市後期高齢者医療特別会計
決算の認定について

歳入　777,584,703円
歳出　756,374,308円

議第90号 令和元年度土岐市病院事業会計決算の認定
について

歳入　4,528,668,654円
歳出　5,121,648,171円

議第91号 令和元年度土岐市水道事業会計利益の処分
及び決算の認定について

事業収益1,923,430,593円　事業費用1,661,042,416円
資本収入 203,991,955円　資本支出 922,297,204円

議第92号 令和元年度土岐市下水道事業会計利益の処
分及び決算の認定について

事業収益1,794,560,963円　事業費用1,722,203,721円
資本収入 551,841,196円　資本支出1,197,971,833円

議員提出
第3号

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地
方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確
保を求める意見書の提出について

（提出先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内
閣官房長官、総務大臣、財務大臣、経済産業大臣、経済
再生担当大臣、まち・ひと・しごと創生担当大臣

議員提出
第4号

新型コロナウイルス感染症に係る新たな支援
制度の創設を求める意見書の提出について

（提出先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財
務大臣、厚生労働大臣
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委員会報告（文教厚生委員会）

土岐市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例について
　　　この条例改正によって利用者の負担が増えることはないか。
　　　令和元年10月から制度が変わっているが、従前と比べ負担が増えることはない。
質疑
答弁

令和2年度土岐市一般会計補正予算（第6号）　所管部分
　　　法人市民税還付金について、何社程度を見込んでいるのか。
　　　決算を迎えていないため、不透明な部分はあるが、予定納税している665社のうち、95社の還付が確定
している。
　　　私立保育園新型コロナウイルス対策事業補助金について、補助事業の内容と補助率は。
　　　マスク、消毒液などの購入経費で、補助率は10/10である。
　　　旧下石保育園解体工事のアスベスト除去について、過去の調査で確認することができなかったのか。
　　　以前に実施した施設一斉調査の目視、簡易的調査では確認することができなかったが、今回の詳細調査
により判明したものである。
　　　バーデンパーク SOGI 新型コロナウイルス対策支援金は、休館していた期間に見合う金額か。
　　　協力金として減った収益の一定割合の60％を支援することとした。
　　　中止となった、健康づくり事業に代わるオンラインイベントはどのようなものか。
　　　アプリを利用し、歩数をカウントすることによって、健康づくりに役立てていただくものである。
　　　図書館図書除菌機について、何台購入するのか。
　　　新型コロナウイルス感染症対策として、2台購入する。
　　　体育施設予約管理システムの導入目的は。
　　　これまで、予約開始日に申込者が市役所に集中してしまう状況であったが、システムを導入することに
より、新型コロナウイルス対策として密を避けることができ、市民の利便性も向上する。

質疑
答弁

質疑
答弁
質疑
答弁

質疑
答弁
質疑
答弁
質疑
答弁
質疑
答弁

令和元年度土岐市一般会計決算の認定について　所管部分
　　　民生費の引きこもり居場所づくり事業について、効果はあったのか。
　　　利用者は10人程度で、就労の準備段階に移行した方が2人いる。その間の支援や努力は相当なもので評
価すべきである。
　　　西部こども園は、園児数が多いが、業務に支障はないか。
　　　園児数が多いことにより、問題が生じていることはない。
　　　臨時保育士を十分確保することができなかったことについて、どの様に考えているか。
　　　支援が必要な子どもが増えてきている状況で、臨時保育士の力に期待している。広報等での募集により、
引き続き確保に努めたい。
　　　衛生費のごみ処理実績について、資源物の搬入量が減少している要因は。
　　　店舗等での拠点回収が増えているのが一つの要因と考えている。
　　　バーデンパーク SOGI の利用実績について。
　　　元年度の風呂利用者、総合利用者等を合わせ、総入場者数は226,715人である。
　　　健康診査事業の保健指導について、指導を受けない方へどのような対策を講じているのか。
　　　保健指導を受けていただけるよう電話での再勧奨を行っている。

質疑
答弁

質疑
答弁
質疑
答弁

質疑
答弁
質疑
答弁
質疑
答弁
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土 岐 市 議 会 だ よ り

令和元年度土岐市病院事業会計決算の認定について
　　　入院、外来とも患者数がかなり減少しているが、その要因は。
　　　医師の減少が大きな要因である。
　　　老人保健施設利用者が減少している要因は。
　　　指定管理者制度へ移行するにあたり、職員が減少し、体制を見直したことによる。
　　　61億円を上回る欠損金を今後どのように処理するのか。
　　　地方公営企業法の改正により、議会の議決を経て、資本金の額を減少させ繰越欠損金に補てんすること
ができるようになった。今後、資本金の取り崩しについて検討していきたい。

質疑
答弁
質疑
答弁
質疑
答弁

令和元年度土岐市介護保険特別会計決算
の認定について
　　　決算収支から、介護保険事業をどのよ
うに分析しているのか。
　　　高齢化率、要介護者も増加している状
況ではあるが、介護予防事業に力を入れてい
ることが給付費抑制の一因となっている。

質疑

答弁

令和元年度土岐市後期高齢者医療特別会計決算の認
定について
　　　すこやか健診、さわやか口腔健診とも受診者が増
加しているが、何かを取り組んだことによる効果なのか。
　　　広報等での健診の重要性を呼びかけ、徐々に浸
透してきている。今後も受診者が増えるよう取り組ん
でいきたい。

質疑

答弁

令和元年度土岐市一般会計決算の認定について　所管部分
　　　教育費のコミュニティ・スクール推進事業について、妻木小学校と肥田中学校をモデル地区として実施
した成果は。
　　　地域の方の意見を学校教育に取り入れることで、従来の学校評議員のときよりも、一層地域の意見を反
映することができた。
　　　放課後教室について、参加延人数が前年比で減少しているのは、新型コロナウイルス感染症の影響か。
　　　学校の一斉休校と同時に閉室し、3月の参加者がいなかったのが大きな要因である。
　　　文化プラザ非常用自家発電装置のアスベスト処分について、その他の場所にアスベストは現存するのか。
　　　非常用自家発電装置の排煙煙突部に付着していたが、それ以外にはないと考えている。
　　　天然記念物白山神社のハナノキ及びヒトツバタゴ再生事業の実施状況は。
　　　樹木を覆う高木を伐採し、生育環境の改善を図った。
　　　電源立地地域対策交付金を市職員の人件費に充てることは、不適切であり、この決算に反対する。
　　　ごみ袋有料化の本格実施により、市民負担が増えている。所管外であるが、プレミアム付商品券は執行
率が低く、消費税増税対策としての効果が薄いため、この決算に反対する。

質疑

答弁

質疑
答弁
質疑
答弁
質疑
答弁
討論
討論

令和元年度土岐市国民健康保険特別会計決算の認定について
　　　平均保険料が5000円程度上がっているが、基金積み立て分を充てて、保険料を抑制することはできな
いのか。
　　　保険料を抑制するため、繰越金を5000万円充てたが、今後著しく保険料が高騰する場合は、基金から
繰入を検討したい。
　　　出産一時金の執行が低かった要因は。
　　　予算では65人を見込んでいたが、実人数は30人であったため。
　　　保険給付費が、対前年度比4.8％程度減っている要因は。
　　　国保加入者数とともに、診療件数も減少している。
　　　実質収支は黒字であり、基金に多く積み増ししているが、保険料の引き下げに充てるべきであり、この
決算に反対する。

質疑

答弁

質疑
答弁
質疑
答弁
討論
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委員会報告（総務産業建水委員会）

令和元年度土岐市一般会計決算の認定について　所管部分
　　　広報とき発行事業について、発行する19,000部の配布内訳は。
　　　自治会配布用に17,800部、その他、駅、セラトピア、道の駅などの商業施設、公民館、図書館などの
公共施設に40～50部配布している。
　　　地籍調査事業について、16.27％という進捗率は、市内全体の進捗率か。
　　　土岐ヶ丘や河川など一部入っていない地区もあるが、ほぼ市内全域での進捗率である。
　　　婚活イベント支援補助金について、その成果は。
　　　主催者も参加者に対して良縁となるよう働きかけをするなど、実り多いものとなっている。
　　　選挙の開票作業において、効率化をどのように図ったのか。
　　　投票用紙読取分類機を導入し、仕分け作業が効率化された。
　　　農林水産業費の農業次世代人材投資資金について、新規就農された３人は、どのような作物を栽培しているのか。
　　　2名はブロッコリー等の野菜、1名は自然薯を主に栽培している。
　　　農地中間管理機構集積協力金交付事業について、交付件数が伸びない要因は。
　　　制度があまり認知されていないという点もあるため、農業委員会等を通じて制度の周知を図りたい。
　　　商工費の駄知どんぶりバスの運営状況は。
　　　財政的には厳しいものがあるが、自治会がイベント等を企画し乗車率向上の努力をしている。
　　　土木費の大洞地区代替道路予備設計業務について、どのような道路を計画するのか。
　　　イオン関連道路建設に伴う、大洞地区への連絡性の向上を図るための新たな道路を建設するもの。
　　　消防費の救急出動回数について、年々増加傾向であるが、救急救命士は何名いるのか。
　　　現在17名で活動している。

質疑
答弁

質疑
答弁
質疑
答弁
質疑
答弁
質疑
答弁
質疑
答弁
質疑
答弁
質疑
答弁
質疑
答弁

土岐市職員特殊勤務手当支給条
例の一部を改正する条例について
　　　新型コロナウイルス感染症の
疑いがある市民と関わって、結果陰
性であった場合、この手当は支給さ
れるのか。
　　　関わった時点で医師が疑いが
あると判断すれば対象となる。

質疑

答弁

土岐市及び瑞浪市医療提供体制審議会共同設置規約について
　　　この審議会は何回開催され、市民の傍聴は可能か。
　　　3回を予定し、原則公開とする。
　　　土岐市、瑞浪市の委員数の割合は、人口割等考慮するのか。
　　　委員数は両市同数ということで、瑞浪市と調整している。
　　　委員の構成はどのように考えているのか。
　　　高齢者や子育て世代など市民の方にも参加いただけるよう
調整している。

質疑
答弁
質疑
答弁
質疑
答弁

土岐市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例について
　　　地方公共団体の長等の基準給与年額の考え方は。
　　　損害を与える原因となった行為日を含む会計年度に支給される報酬または給与であり、一部の手当は含まない。
質疑
答弁

令和2年度土岐市一般会計補正予算（第6号）　所管部分
　　　テレワーク導入実証実験について、情報漏えい等の問題はないのか。
　　　個人情報を取り扱う事務を業務から外す等、今後詳細について検討する。
　　　協働まちづくり推進事業のオンラインほやねさんの概要について。
　　　子育てに関する悩みの解決、情報交換をする土岐くらしのラボから生まれた事業であるが、コロナ禍の
ため、オンラインを利用した講演会等を実施する。
　　　災害状況等空撮により的確に把握するためにドローンを購入するとのことであるが、操縦は誰が行うのか。
　　　ドローンを操縦することのできる職員が数名いるため、職員にて対応する。

質疑
答弁
質疑
答弁

質疑
答弁
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≪意見書を提出しました。≫（議員提出第3号）

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の
急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書
新型コロナウイルス感染症が世界的に蔓延し、わが国は、戦後最大の経済危機に直面している。地域経済に
も大きな影響が及び、本年度はもとより来年度においても、地方税・地方交付税など一般財源の激減が避けが
たくなっている。
地方自治体では、医療介護、子育て、地域の防災・減災、雇用の確保など喫緊の財政需要への対応はじめ、
長期化する感染症対策にも迫られ、地方財政は巨額の財政不足を生じ、これまでにない厳しい状況に陥ること
が予想される。
よって、国においては、令和3年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現されるよう、
強く要望する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

記

１　地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税などの一般財
源総額を確保すること。その際、臨時財政対策債が累積することのな
いよう、発行額の縮減に努めるとともに、償還財源を確保すること。

２　地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能の両
機能が適切に発揮できるよう総額を確保すること。

３　令和２年度の地方税収が大幅に減収となることが予想されることか
ら、思い切った減収補填措置を講じるとともに、減収補填債の対象と
なる税目についても、地方消費税を含め弾力的に対応すること。

４　税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努める
とともに、国税・地方税の政策税制については、積極的な整理合理化
を図り、新設・拡充・継続に当たっては、有効性・緊急性を厳格に判
断すること。

５　とりわけ、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制
度の根幹に影響する見直しは、土地・家屋・償却資産を問わず、断じ
て行わないこと。先の緊急経済対策として講じた特例措置は、臨時・
異例の措置として、やむを得ないものであったが、本来国庫補助金な
どにより対応すべきものである。よって、今回限りの措置とし、期限
の到来をもって確実に終了すること。
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日 月 火 水 木 金 土
11/29 11/30 12/1 12/2 12/3 12/4 12/5

本会議　初日
（議案提案説明）

6 7 8 9 10 11 12
本会議　2日目
（質疑・委員会付託
・一般質問）

本会議　3日目
（一般質問）

13 14 15 16 17 18 19

本会議　4日目
（一般質問）

文教厚生
委員会

総務産業建水
委員会

20 21 22 23 24 25 26
本会議　最終日
（委員長報告
質疑・討論・採決）

27 28 29 30 31

12月定例会（予定） ※午前９時 開会予定（変更の場合あり)

≪意見書を提出しました。≫（議員提出第4号）

新型コロナウイルス感染症に係る新たな支援制度の
創設を求める意見書
新型コロナウイルス感染症の拡大により、医療機関は、その対応に奔走し、介護施設、介護事業所（以下「介
護施設等」という。）は、感染におびえながら介護を提供している。こうした中、多くの医療機関では、患者
が感染をおそれ、外来の受診を控えたことにより、患者数が減少するとともに、介護施設等でも、感染をおそ
れた利用者及び新規利用者の減少が起きている。また、感染症患者受入れ医療機関では、感染者のための専用
病床の確保、医師及び看護師等の特別勤務体制を整えたことから、入院患者の受入れが減少するとともに、手
術、検査、健康診断の先延ばし等が起きている。
これらのことにより、医療機関及び介護施設等の収入が大幅に減少し、厳しい経営を強いられている。
よって、国におかれては、新型コロナウイルス感染症の影響から医療機関及び介護施設等を守り、安全、安
心な医療、介護を維持するため、下記事項について至急対応されるよう強く求める。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

記

１　医療機関及び介護施設等の事業の継続に資する新たな支援制度を創
設すること。

２　医療機関及び介護施設等で働く人々の雇用の安定が確保できるよう
手だてを取ること。

傍聴席を閉鎖する場合は、11月24日以降にホームページにてお知らせいたします。
お問い合わせの方は11月24日以降に議会事務局（54-1273）までお問い合わせください。
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土 岐 市 議 会 だ よ り

◆
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
内
事
業
者
に

対
す
る
支
援
に
つ
い
て

　
現
状
と
課
題
を
把
握
す
る
た
め
、
本
市

独
自
の
実
態
調
査
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て

の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　
全
数
調
査
を
行
う
の
は
難
し
い
︒
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
︑
個
別
の
聞
き
取
り
調
査

を
行
い
︑
支
援
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
︒

●
調
査
の
方
法
自
体
に
は
拘こ
う

泥で
い

し
な
い
が
︑

調
査
の
対
象
を
広
げ
た
り
︑
聞
き
取
り
の

頻
度
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
で
︑
調
査
の

精
度
を
上
げ
︑
こ
れ
ま
で
以
上
に
︑
市
内

事
業
者
の
皆
さ
ん
の
状
況
を
し
っ
か
り
と

把
握
す
る
こ
と
に
努
め
て
頂
き
た
い
︒

◆
教
育
現
場
の
現
状
と
、
児
童
生
徒
の

「
学
び
の
保
障
」
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
教
育
委
員
会
の
意
思

決
定
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
き
た
の
か
。

　
国
の
通
知
や
県
の
指
導
︑
校
長
会
と
の

協
議
及
び
校
長
会
か
ら
の
要
望
に
基
づ
き
︑

意
思
決
定
を
行
っ
て
き
た
︒

●
学
び
の
保
障
を
最
大
限
確
保
す
る
見
地

か
ら
最
善
の
決
定
の
で
き
る
教
育
委
員
会

で
あ
る
と
と
も
に
︑
児
童
生
徒
の
保
護
者

の
心
に
も
寄
り
添
う
こ
と
の
で
き
る
教
育

委
員
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
︒

　
学
習
指
導
員
と
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・

ス
タ
ッ
フ
の
活
用
状
況
を
知
り
た
い
。

　
前
者
は
児
童
生
徒
の
個
別
支
援
と
教
材

作
成
等
の
業
務
︑
後
者
は
給
食
の
配
膳
の

補
助
等
を
行
う
こ
と
で
︑
学
び
の
保
障
と

教
職
員
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
︒

◆
教
育
環
境
の
整
備
・
拡
充
に
つ
い
て

　
小
中
学
校
の
特
別
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を

設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
加
藤
市
長
の

見
解
を
聞
き
た
い
。

　
本
市
の
財
政
事
情
と
国
の
財
源
措
置
の

活
用
等
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
き
た
い
︒

●
一
度
に
全
て
の
特
別
教
室
に
設
置
す
る

の
で
は
な
く
︑
理
科
室
の
よ
う
な
︑
特
に

使
用
頻
度
の
高
い
教
室
か
ら
優
先
順
位
を

つ
け
て
設
置
を
進
め
て
い
っ
て
も
よ
い
と

思
う
︒
加
藤
市
長
の
英
断
に
期
待
す
る
︒

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
及
び

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
体
制
準
備
の
た
め
に

重
要
と
な
る
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力

向
上
を
、
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
︑

指
導
の
手
引
書
の
作
成
を
進
め
て
い
る
︒

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
現
状
と

活
性
化
に
向
け
た
取
組
を
知
り
た
い
。

　

８
つ
の
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
︑

運
営
方
針
の
承
認
や
年
間
計
画
等
の
確
認

を
し
た
︒
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
や
実
践

交
流
会
等
を
︑
制
度
推
進
に
役
立
て
た
い
︒

●
当
該
制
度
が
各
地
域
に
根
づ
く
よ
う
に
︑

サ
ポ
ー
ト
に
力
を
注
い
で
頂
き
た
い
︒

後藤　正樹

一 般 質 問
9月議会では、11名の議員が市政に対して、一般質問を行いました。
議会だよりでは、一般質問の要旨を各議員の文責において掲載しております。
土岐市ホームページでは、インターネットによる議会映像の配信や定例会・臨時会の
会議録を掲載しています。ぜひアクセスして、詳細をご覧ください。

●一般質問へのアクセス方法

土岐市ホームページ　⇒　市議会　　　　　　　⇒視聴の場合

土岐市ホームページ　⇒　市議会　　　　　　　⇒
　　議会会議録検索　⇒　会議録検索システムへ文書の場合

　　議会ライブ中継　⇒　議会の日程から選ぶ
　　　　　　　　　　⇒　視聴したい日にち　　⇒　一般質問
　　議会ライブ中継　⇒　議員の名前から選ぶ　⇒　日時を選ぶ

どちらかの
方法
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◆
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難
所
運
営
の

あ
り
方
に
つ
い
て

　
３
密
を
避
け
る
た
め
、
ホ
テ
ル
や
旅
館

等
を
活
用
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。
又
、

ど
の
よ
う
な
避
難
者
を
受
け
入
れ
る
の
か
。

　
感
染
症
対
策
の
観
点
か
ら
ホ
テ
ル
等
を

活
用
す
る
︒
今
年
１
月
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
ロ

ッ
ジ
旅
籠
屋
土
岐
店
と
災
害
協
定
を
締
結

し
た
︒
高
齢
者
︑
障
が
い
者
︑
介
護
者
が

み
え
る
在
宅
要
介
護
者
︑
乳
幼
児
︑
妊
産

婦
な
ど
を
受
け
入
れ
る
︒

　
分
散
退
避
の
周
知
方
法
は
。

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︑
広
報
︑
防
災
出

前
講
座
︑
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
で
周
知
︒

　
女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト

動
線
等
の
対
策
は
。

　

市
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
︑

女
性
の
視
点
で
の
避
難
所
運
営
と
の
項
目

を
設
け
て
あ
る
︒
更
衣
室
︑
洗
濯
場
︑
ト

イ
レ
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
︒

女
性
専
用
の
物
資
は
女
性
担
当
者
が
配
布
︒

相
談
窓
口
の
設
置
︒
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
テ
ン

ト
︑
ワ
ン
タ
ッ
チ
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
︒

今
後
は
︑
Ｈ
Ｕ
Ｇ
や
避
難
所
運
営
訓
練
等

で
︑
女
性
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
い
く
︒

　
発
熱
等
の
症
状
が
あ
る
方
の
対
処
は
。

　
別
の
ス
ペ
ー
ス
へ
誘
導
し
︑
保
健
師
が

主
治
医
へ
搬
送
し
受
診
に
つ
な
げ
る
︒

◆
特
別
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

　
４
月
28
日
以
降
の
新
生
児
へ
の
支
援
は
。

　
実
施
の
予
定
は
な
い
︒
経
済
活
動
と
新

し
い
生
活
様
式
へ
の
対
応
支
援
に
重
点
︒

◆
認
知
症
高
齢
者
等
見
守
り
シ
ー
ル
事
業

　
令
和
２
年
の
行
方
不
明
者
数
は
。

　
８
月
28
日
現
在
︑
８
名
︒

　
見
守
り
シ
ー
ル
交
付
事
業
の
見
解
は
。

　
認
知
症
に
よ
る
徘
徊
行
動
が
み
ら
れ
る

方
等
を
介
護
さ
れ
て
い
る
家
族
等
の
精
神

的
な
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
︒
先
行
自
治

体
の
実
績
︑
効
果
を
調
査
し
導
入
を
検
討
︒

◆
要
介
護
者
お
む
つ
購
入
助
成
に
つ
い
て

　
詳
細
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
30
年
よ
り
開
始
︒
市
の
Ｈ
Ｐ
︑
広

報
︑
ケ
ア
マ
ネ
か
ら
要
介
護
者
の
家
族
へ

周
知
︒
申
請
は
市
の
高
齢
介
護
課
へ
提
出
︒

郵
送
も
可
︒
要
介
護
４
︑５
を
認
定
の
方

で
︑
世
帯
全
員
市
民
税
非
課
税
の
方
対
象
︒

◆
法
定
外
公
共
物
に
つ
い
て

　
赤
道
や
、
青
道
な
ど
の
法
定
外
公
共
物

は
、
特
段
法
律
の
定
め
が
な
い
た
め
、
そ

の
取
扱
い
は
、
は
っ
き
り
せ
ず
古
く
か
ら

の
慣
習
と
し
て
、
そ
の
維
持
管
理
は
、
地

元
町
内
会
や
、
地
域
住
民
に
任
さ
れ
て
い

る
。
管
理
者
と
し
て
こ
の
現
状
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
の
か
。

　

法
定
外
公
共
物
は
非
常
に
多
く
あ
り
︑

全
て
の
維
持
管
理
を
市
で
行
う
こ
と
は
︑

困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
利
用
さ
れ
て
い

る
地
元
の
方
々
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
︑
大
変
感
謝
を
し
て
い
る
︒
地
元
が

管
理
す
る
に
は
危
険
な
場
所
や
︑
放
置
す

れ
ば
災
害
に
つ
な
が
る
恐
れ
の
あ
る
よ
う

な
場
所
に
つ
い
て
は
︑
市
に
お
い
て
計
画

的
に
工
事
や
委
託
を
し
て
い
く
こ
と
も
検

討
し
て
い
く
時
期
に
来
て
い
る
︒

　
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
地

域
で
管
理
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
法
定
外
公
共
物

等
の
維
持
管
理
に
限
定
し
て
、
各
町
の
自

治
会
組
織
に
、
予
算
執
行
の
裁
量
を
持
た

せ
た
予
算
配
分
を
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
自
治
会
組
織
へ
裁
量
を
持
た
せ
た
予
算

配
分
に
つ
い
て
は
︑多
く
の
課
題
が
あ
る
︒

当
面
は
︑
予
算
の
範
囲
内
で
︑
少
し
で
も

法
定
外
公
共
物
の
維
持
管
理
に
対
し
て
割

り
振
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
検
討
し
︑
進

め
て
行
き
た
い
︒

◆
戦
没
者
慰
霊
碑
の
管
理
に
つ
い
て

　
市
内
に
は
、
各
町
に
戦
没
者
慰
霊
碑
が

存
在
し
、
顕
彰
碑
、
供
養
塔
な
ど
を
含
め

相
当
な
数
の
碑
な
ど
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
維
持
管
理
の
大
部
分
は
、
遺
族
会
の

み
な
さ
ん
に
よ
っ
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
遺
族
会
の
皆
さ
ん

の
高
齢
化
、
経
年
劣
化
や
耐
震
性
の
問
題

で
適
切
な
維
持
管
理
が
困
難
な
状
況
と
な

っ
て
き
て
い
る
。
各
町
で
慰
霊
碑
の
維
持

管
理
の
仕
組
み
を
構
築
し
、
新
た
な
適
地

で
慰
霊
碑
を
建
立
し
て
は
ど
う
か
。

　
慰
霊
碑
の
扱
い
に
つ
い
て
は
︑
建
立
者

や
遺
族
会
の
み
な
さ
ん
で
決
め
ら
れ
る
べ

き
こ
と
で
あ
り
︑
市
と
し
て
は
そ
れ
を
ど

う
す
べ
き
で
あ
る
な
ど
と
言
え
る
立
場
で

は
な
い
と
考
え
る
が
︑
相
談
な
ど
あ
れ
ば

協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
︒

　
旧
下
石
保
育
園
の
敷
地
の
利
活
用
を
地

元
と
協
議
し
て
、
そ
の
一
角
に
、
下
石
を

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
新
た
な
慰
霊
碑

を
建
立
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
遺
族
会
の
皆
様
と
地
元
の
総
意
に
よ
り

新
た
に
慰
霊
碑
を
建
立
し
た
い
と
い
う
ご

相
談
が
あ
れ
ば
︑
旧
下
石
保
育
園
跡
地
の

利
用
に
つ
い
て
の
可
能
性
は
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
︒

水石　玲子

杉浦　司美

プライバシーテント設置の様子

避難所運営訓練
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土 岐 市 議 会 だ よ り

◆
女
性
の
登
用
に
つ
い
て

　
現
在
、
本
市
の
行
政
職
の
中
で
の
管
理

職
は
何
名
で
、
そ
の
う
ち
女
性
の
管
理
職

は
何
名
で
す
か
。
ま
た
、
行
政
職
の
職
員

数
と
、
そ
の
中
で
の
女
性
の
職
員
が
何
名

か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
本
年
度
の
４
月
１
日
現
在
で
︑
一
般
行

政
職
で
は
管
理
職
が
53
人
︑
そ
の
う
ち
女

性
職
員
が
５
人
で
︑
女
性
管
理
職
の
割
合

は
９・４
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
︒
ま
た
︑

行
政
職
の
職
員
数
は
︑
総
数
は
３
１
１
人

で
︑
う
ち
女
性
職
員
が
91
人
︑
率
と
し
ま

し
て
は
29
・
３
％
で
す
︒

　
現
在
も
、
登
用
に
関
し
て
は
そ
ん
な
に

変
化
が
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
本
市
の
現

在
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
考
え
方

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
基
本
的
に
は
同
様
に
考
え
て
お
り
ま
し

て
︑
職
務
︑
職
責
に
応
じ
た
研
修
の
受
講
︑

ま
た
多
様
な
職
務
経
験
を
積
み
︑
資
質
︑

意
欲
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
︑
管
理
職
と

し
て
の
職
務
に
つ
い
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
こ
と
で
考
え
て
お
り
ま
す
︒
本
市
に

お
き
ま
し
て
は
︑
平
成
25
年
度
に
第
２
次

土
岐
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
策
定
し
︑

28
年
度
に
は
こ
の
計
画
の
基
本
目
標
の
２
．

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
男
女
共
同
参
画
の
推

進
を
女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く
土
岐
市

女
性
活
躍
推
進
計
画
に
位
置
づ
け
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
︒
こ
の
計
画
の
数
値
目

標
の
一
つ
と
し
ま
し
て
︑
令
和
５
年
度
の

市
の
職
員
︑
行
政
職
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ

ど
も
︑
市
職
員
の
女
性
管
理
職
の
割
合
を

10
％
と
定
め
︑
女
性
職
員
の
登
用
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
︒
現
時
点
で
の
数
値
が
︑

先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
９・
４

％
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
︑
数

値
目
標
の
達
成
に
は
近
づ
い
て
い
る
と
い

う
認
識
で
ご
ざ
い
ま
す
が
︑
目
標
の
数
値

が
国
と
は
開
き
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
認

識
し
て
お
り
ま
し
て
︑
次
期
計
画
策
定
の

際
に
は
︑
数
値
目
標
の
設
定
等
︑
国
・
県

の
数
値
も
考
慮
し
な
が
ら
︑
引
き
続
き
女

性
の
登
用
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
︑
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
︒

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
つ

い
て

　
現
在
の
国
と
本
市
の
取
得
状
況
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
直
近
の
８
月
１
日
現
在
と
い
う
数
字
で

お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
け
れ
ど
も
︑

国
全
体
で
交
付
枚
数
の
率
と
し
ま
し
て
は

18
・
２
％
で
ご
ざ
い
ま
す
︒
土
岐
市
に
お

き
ま
し
て
は
こ
の
率
が
11
・
２
％
︑
枚
数

に
し
ま
す
と
６
５
３
７
枚
と
い
う
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
す
︒

◆
コ
ロ
ナ
危
機
で
の
支
援
策
に
つ
い
て

　
市
で
の
コ
ロ
ナ
支
援
策
を
再
度
実
施
す

る
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
現
在
で
は
新
し
い
生
活
様
式
へ
の
支
援

と
い
う
こ
と
に
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
︒
同

様
な
追
加
支
援
は
︑
現
時
点
で
は
実
施
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
状
況
を
み
な
が
ら
適

切
な
時
期
に
適
切
な
施
策
を
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　
25
億
円
あ
る
財
政
調
整
基
金
を
こ
う
い

っ
た
時
に
使
う
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

　

現
在
は
22
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
︑

引
き
続
き
支
援
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
︑
一
定
程
度
の
残
高
確
保
を
し
な
が

ら
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　
弱
者
を
対
象
と
し
た
支
援
策
を
実
施
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
率
１
０
０
％
の
な
ん
じ
ゃ

も
ん
じ
ゃ
振
興
券
を
全
世
帯
を
対
象
に
発

行
し
ま
し
た
︒
こ
の
様
に
市
民
の
皆
様
を

等
し
く
迅
速
に
手
厚
く
支
援
を
す
る
こ
と

で
︑
市
民
全
体
の
底
上
げ
が
で
き
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
︒
国
の
支
援
策
に
沿
っ
た

形
で
の
施
策
を
︑
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
︒

　
美
濃
焼
産
業
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
見
本
市
開
催
へ
の
補
助
、

組
合
事
業
で
も
あ
る
道
の
駅
で
の
焼
物
販

売
の
補
助
な
ど
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

　
市
内
事
業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
規

構
築
や
改
修
事
業
に
対
し
︑
経
費
の
一
部

を
補
助
す
る
制
度
の
導
入
を
考
え
て
い
ま

す
︒
事
業
者
が
参
加
で
き
る
サ
イ
ト
の
構

築
に
つ
い
て
調
整
を
進
め
て
お
り
︑
年
度

内
に
ウ
ェ
ブ
陶
器
市
を
開
催
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
︒
国
等
の
支
援
策
の
上
乗

せ
助
成
は
︑
三
つ
の
補
助
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
︒
セ
ラ
テ
ク
ノ
土
岐
に
お
い
て
︑

試
験
及
び
製
作
依
頼
の
手
数
料
の
減
免
の

ほ
か
︑
新
商
品
開
発
及
び
商
品
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
の
た
め
に
︑
デ
ザ
イ
ナ
ー
を

窯
元
等
に
派
遣
し
て
指
導
す
る
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
︒

◆
獣
害
対
策
に
つ
い
て

　
イ
ノ
シ
シ
被
害
な
ど
減
少
し
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
現
況
は
ど
う
で
す
か
。

　
イ
ノ
シ
シ
の
頭
数
は
確
実
に
減
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
︑
今
年
度
の
イ
ノ

シ
シ
被
害
相
談
は
増
え
て
お
り
︑
被
害
が

増
加
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
︒

　
金
網
柵
な
ど
の
補
助
要
件
を
満
た
さ
な

い
農
業
者
へ
の
支
援
を
広
げ
て
い
た
だ
き

た
い
が
、
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
市
と
し
て
も
検
討
す
べ
き
課
題
と
し
て

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

小関　祥子楓　博元

加藤　淳一
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◆
小
・
中
学
校
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
配
置
に
つ
い
て 

　
各
校
に
１
名
ず
つ
配
置
で
教
師
の
サ
ポ

ー
ト
が
出
来
る
の
か
。 

　
原
則
１
校
に
つ
き
週
９
時
間
で
︑
１
名

で
あ
れ
ば
９
時
間
︑
２
人
で
９
時
間
を
半

分
ず
つ
に
し
た
り
学
校
の
裁
量
に
よ
り
13

名
分
を
16
名
で
活
用
し
て
お
り
児
童
の
下

校
後
の
消
毒
作
業
を
担
当
し
て
も
ら
う
こ

と
で
教
員
の
時
間
が
空
き
︑
会
議
や
次
の

日
の
準
備
に
充
て
ら
れ
大
変
助
か
っ
て
い

る
と
の
声
や
︑
朝
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
カ
ー

ド
確
認
な
ど
慌
た
だ
し
い
時
間
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
も
ら
う
こ
と
で
か
な
り
先
生
た
ち

の
負
担
軽
減
に
な
っ
て
い
る
︒

●
コ
ロ
ナ
で
職
を
失
っ
た
方
︑
調
整
で
休

業
が
増
え
て
し
ま
っ
た
方
が
お
り
雇
用
の

面
と
い
う
こ
と
も
考
慮
さ
れ
︑
可
能
で
あ

れ
ば
増
や
し
て
頂
け
る
こ
と
を
願
う
︒

◆
災
害
時
の
警
戒
レ
ベ
ル
改
定
に
つ
い

て 
　
災
害
対
策
基
本
法
の
現
行
に
よ
る
５
段

階
で
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
の
ど
ち
ら
も

レ
ベ
ル
４
に
分
類
さ
れ
違
い
が
判
り
難
い

と
指
摘
さ
れ
、
来
年
の
通
常
国
会
に
改
正

案
が
提
出
さ
れ
る
が
本
市
の
対
応
は
。

　
現
在
避
難
勧
告
︑
避
難
指
示
に
つ
い
て

は
災
害
対
策
基
本
法
に
則
り
運
用
し
て
い

る
︒
事
前
に
や
る
の
か
と
言
う
こ
と
に
つ

い
て
は
現
在
考
え
て
い
る
︒
市
と
し
て
出

来
る
だ
け
分
か
り
易
い
言
葉
で
︑
危
険
が

迫
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
周
知
し
な
が

ら
︑
早
め
早
め
の
避
難
を
促
す
︒ 

◆
防
災
士
に
つ
い
て

　
ど
の
様
に
災
害
救
援
活
動
に
関
わ
ら
せ

た
い
の
か
、
ど
の
様
に
市
と
し
て
防
災
士

を
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
。 

　
市
で
も
防
災
士
の
方
に
対
し
て
は
地
域

で
の
自
助
の
力
を
期
待
す
る
と
同
時
に
︑

Ｄ
Ｉ
Ｇ
を
は
じ
め
防
災
訓
練
や
防
災
教
育

に
積
極
的
に
参
画
し
て
頂
き
ま
し
て
︑
市

と
の
連
携
協
働
を
お
願
い
し
た
い
︒
そ
し

て
災
害
発
生
時
に
は
地
域
に
於
い
て
復

旧
・
復
興
活
動
の
先
頭
に
立
っ
て
頂
き
た

い
︒
そ
れ
か
ら
避
難
所
生
活
が
長
期
化
す

る
場
合
に
は
︑
そ
の
避
難
所
運
営
な
ど
に

知
識
と
技
術
を
生
か
し
て
頂
き
た
い
と
考

え
て
い
る
︒ 

防
災
士
の
位
置
付
け
に
つ

い
て
は
︑
例
え
ば
地
域
防
災
計
画
の
中
に

防
災
士
と
い
う
位
置
付
け
を
入
れ
る
な
り

検
討
し
︑
防
災
士
の
方
々
が
円
滑
に
活
動

し
て
頂
け
る
よ
う
進
め
た
い
︒ 

●
防
災
士
の
位
置
付
け
は
明
確
に
し
て
頂

い
た
ほ
う
が
お
互
い
今
後
の
た
め
に
良
い

か
と
思
う
︒
ぜ
ひ
前
向
き
に
検
討
し
て
頂

き
た
い
︒

◆
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
に
つ
い
て

　
通
報
新
体
制
の
概
要
に
つ
い
て
。

　
１
つ
目
が
︑
相
談
サ
ー
ビ
ス
︒
相
談
ボ

タ
ン
を
押
す
こ
と
に
よ
り
︑
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
が
よ
ろ
ず
相
談
の
よ
う
に
日
常
会
話

か
ら
深
刻
な
相
談
ま
で
対
応
︒
独
居
高
齢

者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

も
機
能
す
る
事
が
期
待
︒

　
２
つ
目
が
お
元
気
見
守
り
コ
ー
ル
サ
ー

ビ
ス
で
︑
概
ね
月
に
１
回
︑
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
か
ら
利
用
者
へ
の
安
否
確
認
の
電
話

を
し
て
見
守
り
装
置
の
役
割
を
期
待
︒

　
３
つ
目
が
保
守
サ
ー
ビ
ス
で
︑
故
障
等

を
自
動
的
に
通
報
し
︑
保
守
対
応
︒

　
緊
急
通
報
事
業
実
施
規
則
の
年
齢
緩
和

の
考
え
は
。

　
対
象
者
を
概
ね
七
十
歳
以
上
と
し
て
い

る
が
︑
そ
の
方
の
実
情
に
お
い
て
設
置
を

す
る
こ
と
が
必
要
と
判
断
を
し
た
場
合
に

つ
い
て
は
︑
七
十
歳
未
満
の
方
で
も
設
置

を
さ
せ
て
戴
い
て
お
り
ま
す
︒

　
緊
急
通
報
事
業
実
施
規
則
の
協
力
員
人

数
３
名
の
緩
和
に
つ
い
て
。

　
事
業
を
円
滑
に
実
施
し
て
い
く
た
め
に

は
協
力
員
を
３
名
程
度
確
保
し
て
戴
く
事

が
望
ま
し
い
が
︑
そ
の
方
の
実
情
に
応
じ

て
柔
軟
な
運
用
を
行
っ
て
お
り
ま
す
︒

◆
女
性
消
防
士
に
つ
い
て

　
今
年
度
の
女
性
消
防
士
採
用
の
基
準
と

応
募
者
数
に
つ
い
て
。

　
土
岐
市
消
防
本
部
と
し
て
も
初
め
て
の

女
性
消
防
職
員
︒
昨
年
度
の
職
員
採
用
試

験
に
お
い
て
︑
大
学
ま
た
は
短
大
卒
の
女

子
と
し
て
募
集
し
︑
体
力
・
作
文
・
面
接

試
験
な
ど
を
行
い
︑
採
用
を
決
定
︒

応
募
者
数
は
14
名
で
し
た
︒

　
女
性
消
防
士
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
。

　
当
直
勤
務
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
為

に
︑
仮
眠
室
の
改
修
工
事
を
行
っ
て
お
り

ベ
ッ
ド
・
シ
ャ
ワ
ー
付
き
浴
槽
・
洗
面
台
・

洗
濯
機
・
ロ
ッ
カ
ー
を
備
え
る
︒
ト
イ
レ

は
︑
既
設
の
女
性
用
ト
イ
レ
を
利
用
︒

　
他
市
の
女
性
消
防
士
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
に
つ
い
て
。

　
近
隣
の
先
輩
女
性
職
員
か
ら
学
ぶ
機
会

や
交
流
・
相
談
の
場
を
設
け
る
事
は
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
︑
今
後

実
施
に
向
け
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
︒

　
女
性
消
防
士
に
期
待
を
さ
れ
る
事
は
。

　
消
防
署
は
︑
男
性
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

職
場
で
は
あ
り
ま
す
が
︑
特
に
救
急
の
現

場
で
は
女
性
傷
病
者
や
子
供
へ
の
対
応
等

女
性
な
ら
で
は
の
強
み
や
安
心
感
を
与
え

る
事
が
出
来
る
と
い
っ
た
事
が
あ
り
︑
組

織
の
強
化
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
繋
が

る
も
の
と
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
︒

小関　祥子北谷　峰二

各務　和彦
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土 岐 市 議 会 だ よ り

◆
土
岐
市
の
医
療
、そ
の
提
供
体
制
に
つ
い
て

　
東
濃
中
部
の
将
来
の
病
床
数
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
約
４
０
０
床
程
度
の
病
床
整
理
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
︒

　
感
染
症
へ
の
備
え
、
対
策
を
検
討
し
た

い
と
前
回
言
わ
れ
た
が
、
そ
の
点
は
。

　
新
病
院
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
ベ
ッ
ト
数
︑
動
線

の
分
離
な
ど
は
基
本
構
想
︑
基
本
計
画
で

検
討
す
る
︒
４
０
０
床
程
度
に
そ
れ
が
含

ま
れ
る
か
︑
現
時
点
で
明
確
に
し
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

　
こ
れ
ま
で
の
見
解
で
は
「
４
０
０
床
を

決
め
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
一
番
ス
タ
ッ
フ
が

集
ま
り
や
す
い
規
模
。
一
番
大
事
な
の
は

医
師
を
確
保
す
る
に
は
と
い
う
観
点
」
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
地
域
で
医
療

を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
ど
れ
だ
け
い
る

の
か
、
そ
の
体
制
を
整
え
る
検
討
と
努
力

が
必
要
で
す
。
市
長
の
考
え
は
。

　
︵
市
長
︶
現
実
的
に
ス
タ
ッ
フ
が
集
ま

ら
な
い
状
況
で
︑
ど
れ
だ
け
大
き
な
病
院

を
造
っ
て
も
機
能
し
な
い
︒
一
方
で
指
摘

の
通
り
︑
こ
の
地
域
で
必
要
な
病
床
数
は

と
い
う
こ
と
を
全
面
に
考
え
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
︒
４
０
０
床
の
話
が
独
り
歩
き

し
て
い
ま
す
が
︑
実
際
に
基
本
構
想
の
段

階
で
３
５
０
床
な
の
か
︑
４
５
０
床
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒
社
会
情
勢
や
皆
さ

ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
︑
ど
う
な
る
か

は
今
後
の
課
題
と
思
っ
て
お
り
ま
す
︒

　
基
本
構
想
の
策
定
に
当
た
り
検
討
さ
れ

る
事
項
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
医
療
機
能
︑
診
療
科
等
の
構
成
︑
病
床

や
施
設
の
規
模
︑
整
備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
検
討
す
る
予
定
で
す
︒
ま
た
コ
ロ
ナ
感

染
症
へ
の
対
策
等
も
構
想
の
な
か
で
念
頭

に
置
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　
救
急
医
療
、
周
産
期
医
療
、
交
通
な
ど

市
が
考
え
る
将
来
像
は
ど
の
よ
う
か
。

　
２
次
救
急
診
療
は
新
病
院
に
よ
り
︑
現

在
の
救
急
診
療
を
上
回
る
体
制
を
確
保
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒
周
産
期
医
療
は
︑

産
科
開
設
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
︑
容

易
で
は
な
い
が
︑
今
後
検
討
を
し
た
い
︒

ア
ク
セ
ス
確
保
は
大
変
重
要
な
課
題
と
し

て
︑
利
便
性
を
考
慮
し
て
推
進
し
ま
す
︒

◆
小
・
中
学
校
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

　
特
別
教
室
と
中
学
校
の
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
の
方
針
は
ど
う
か
。

　
理
科
室
は
全
小
・
中
学
校
︑
音
楽
室
も

多
く
の
設
置
要
望
が
あ
り
ま
し
た
︒
教
育

委
員
会
と
し
て
も
︑
要
望
や
児
童
・
生
徒

の
健
康
面
︑
学
習
環
境
の
向
上
の
た
め
に

国
の
財
源
措
置
の
活
用
も
含
め
て
︑
小
・

中
学
校
の
特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
︒

◆
災
害
避
難
所
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
に

向
け
て

　
既
存
の
土
岐
市
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
策
定
日
と
改
訂
日
に
つ
い
て
。

　
平
成
26
年
３
月
に
策
定
︒
令
和
２
年
４

月
に
改
訂
︒
同
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
編
を
策
定
し
て
い
ま
す
︒

　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
公
開
さ
れ

て
い
な
い
が
、
避
難
所
開
設
か
ら
閉
設
ま

で
す
べ
て
を
職
員
が
や
ら
れ
ま
す
か
。

　
市
の
限
ら
れ
た
人
員
の
み
で
の
避
難
所

運
営
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
︑
昨
今
︑
避

難
所
運
営
は
避
難
者
に
よ
る
自
治
が
必
要

で
あ
る
と
い
う
声
が
で
て
い
る
︒
市
民
の

皆
さ
ん
の
参
画
で
避
難
所
運
営
を
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
︒

　
市
は
何
を
ど
こ
ま
で
や
っ
て
く
れ
る
の

か
、
市
民
は
ど
の
時
点
で
何
を
や
れ
ば
い

い
の
か
、
そ
れ
を
明
記
し
た
市
民
向
け
避

難
所
運
営
手
引
き
を
作
成
し
て
い
た
だ
け

な
い
か
。

　
そ
う
い
っ
た
も
の
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

　
避
難
所
に
お
け
る
要
配
慮
者
の
対
応
に

は
地
域
に
専
門
職
が
お
ら
れ
る
と
心
強
い
。

専
門
職
の
有
資
格
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登

録
に
つ
い
て
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
平
時
か
ら
個
人
︑

団
体
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
︒
現
在
︑
個
人
の
登
録
者
が
な
く
︑

人
材
確
保
を
考
え
て
い
ま
す
︒

　
避
難
所
の
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
整
備
に
つ
い

て
。

　
小
中
学
校
整
備
事
業
︑
学
習
用
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
引
き
込
み
工
事
で
体
育
館
は
Ｗ

ｉ
Ｆ
ｉ
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
︒
各

町
の
公
民
館
も
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
を
整
え
︑
利
活

用
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

◆
Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
の
方
向
性
に
つ
い
て

　
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

貸
与
に
つ
い
て
。

　
市
の
適
応
指
導
教
室
か
ら
生
活
状
況
の

確
認
︑
教
育
相
談
︑
授
業
映
像
の
配
信
の

支
援
体
制
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
︒

　
土
岐
市
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
見
通
し

に
つ
い
て
。

　
土
岐
市
内
の
児
童
・
生
徒
の
家
庭
の
93

％
が
す
で
に
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
の
環
境
が
整
っ
て

い
っ
て
い
る
︒
整
っ
て
い
な
い
子
ど
も
に

つ
い
て
は
公
民
館
等
で
利
用
が
で
き
︑
ハ

ー
ド
的
に
は
問
題
な
い
︒
ま
ず
一
方
通
行

的
な
発
信
は
で
き
る
が
︑
双
方
向
の
授
業

ま
で
は
相
当
の
ス
キ
ル
が
必
要
で
あ
り
︑

今
後
の
私
ど
も
の
教
育
界
の
課
題
と
い
う

ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
︒

小関　篤司

和田　悦子
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◆
地
域
担
当
職
員
制
度
の
採
用
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
で
町
内
会
の
運
営
は
今
後
一

層
の
難
し
さ
を
増
す
も
の
と
考
え
ま
す
。

そ
ん
な
折
に
地
域
住
民
に
と
っ
て
住
み
や

す
い
街
づ
く
り
の
た
め
に
、
併
せ
て
町
内

会
の
加
入
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
も
、

全
国
各
地
で
既
に
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
職
員
が
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
活
動

に
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
と
の
関
わ
り
を

積
極
的
に
進
め
る
、
地
域
担
当
職
員
制
度

を
提
案
い
た
し
ま
す
。
こ
の
制
度
に
対
す

る
市
長
の
見
解
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　
︵
市
長
︶
全
国
各
地
で
そ
う
い
っ
た
導

入
事
例
が
あ
り
ま
す
が
︑
土
岐
市
の
場
合

を
考
え
て
み
ま
す
と
︑
市
職
員
は
家
に
帰

り
ま
す
と
一
市
民
と
し
て
町
内
会
︑
あ
る

い
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
︑
消
防
団
な
ど
様
々
な
地
域

活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
︒
そ
れ
を
考
え
る
と
制
度
と

し
て
︑
現
段
階
で
の
地
域
担
当
職
員
を
設

け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
︑
若
干
の
検
討
余

地
が
あ
る
か
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

◆
修
学
旅
行
実
施
へ
の
再
考
に
つ
い
て

　
修
学
旅
行
は
人
生
の
重
要
な
メ
モ
リ
ー

の
一
場
面
で
あ
り
ま
す
。
修
学
旅
行
が
無

く
な
る
こ
と
は
、
中
三
・
小
六
の
生
徒
達

に
と
っ
て
忍
び
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

岐
阜
県
内
に
は
、
飛
騨
高
山
、
奥
飛
騨
温

泉
郷
、
白
川
郷
、
ま
た
飛
騨
市
神
岡
町
に

は
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
な
ど
、
修
学

旅
行
の
テ
ー
マ
に
事
欠
き
ま
せ
ん
。
い
ま

一
度
、
行
き
先
を
県
内
に
変
更
し
て
い
た

だ
き
、
修
学
旅
行
の
実
施
に
向
け
再
考
し

て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
教
育

長
の
見
解
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　
︵
教
育
長
︶
私
も
親
心
と
し
て
中
三
・
小

六
の
生
徒
達
を
中
心
に
気
持
ち
を
考
え
て
み

る
と
︑
ぜ
ひ
実
現
に
近
い
よ
う
な
形
で
実
施

で
き
る
と
良
い
な
あ
と
非
常
に
悩
み
︑
あ
る

女
性
校
長
は
泣
き
な
が
ら
実
施
で
き
な
い
も

の
か
と
訴
え
ら
れ
︑
校
長
会
の
メ
ン
バ
ー
一

人
一
人
と
何
回
も
何
回
も
議
論
を
重
ね
た

上
で
︑
思
い
切
り
ま
し
て
８
月
20
日
付
で
中

止
に
す
る
文
書
を
︑
保
護
者
様
へ
お
送
り
さ

せ
て
い
た
だ
き
︑
ご
理
解
を
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
︒
こ
れ
か

ら
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
︑
基
本
的
に
泊

を
伴
う
も
の
に
つ
い
て
は
︑
土
岐
市
の
取
組

み
と
し
て
何
と
か
な
ら
な
い
か
と
思
い
つ
つ

も
︑
英
断
の
思
い
で
全
て
中
止
と
い
う
こ
と

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
︑
そ
れ
に
代
わ
る
も
の

と
し
て
︑
校
長
会
を
中
心
に
生
徒
の
意
見

も
聞
き
な
が
ら
︑
少
し
代
案
を
考
え
て
お

り
時
期
を
区
切
って
実
施
で
き
る
よ
う
︑
生

徒
達
の
思
い
出
に
残
る
よ
う
に
工
夫
を
し
て

い
き
た
い
な
あ
と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

◆
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
つ
い
て

　
３
月
の
一
般
質
問
で
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
に
つ
い
て
は
本
市
の
魅
力
を
全
国

に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
地
場
産
業
の
活
性
化
を

図
る
べ
く
市
内
で
生
産
さ
れ
た
美
濃
焼
を

核
と
し
て
考
え
て
い
る
と
の
事
で
あ
っ
た

が
美
濃
焼
の
現
状
は
出
荷
額
、
事
業
所
共

に
ピ
ー
ク
時
の
４
分
の
１
で
衰
退
し
て
い

る
。
更
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ

て
追
い
打
ち
を
受
け
て
い
る
。
産
地
再
生

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
国
内
需
要

の
掘
り
起
こ
し
は
、
今
回
の
美
濃
焼
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
目
的
で
あ
り
美
濃

焼
を
再
生
さ
せ
る
起
爆
剤
と
し
て
活
用
す

べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
お
り
ま
す
か
。

　
６
月
中
旬
か
ら
７
月
中
旬
に
か
け
協
賛

し
て
い
た
だ
く
事
業
者
を
広
報
︑
Ｈ
Ｐ
︑

商
工
会
議
所
等
に
協
力
を
依
頼
し
募
集
を

し
た
︒
約
２
７
０
品
ほ
ど
の
応
募
が
あ
り
10

月
１
日
に
向
け
準
備
作
業
を
進
め
て
い
る
︒

　
陶
器
だ
け
で
な
く
、
ど
ん
な
商
品
が
集

ま
っ
て
お
り
ま
す
か
。

　

美
濃
焼
の
ほ
か
に
日
本
酒
︑
自
然
薯
︑

飛
騨
牛
︑
蜂
蜜
︑
お
墓
の
掃
除
代
行
サ
ー

ビ
ス
︑
郵
便
局
に
よ
る
高
齢
者
見
守
り
サ

ー
ビ
ス
等
が
あ
っ
た
︒
土
岐
市
の
魅
力
を

全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
核
と
な
る
美
濃
焼
を
特

別
募
集
し
33
の
シ
リ
ー
ズ
を
選
定
し
た
︒

　
商
品
選
び
は
誰
が
さ
れ
ま
し
た
か
。

　
特
別
商
品
の
美
濃
焼
に
つ
い
て
は
美
術

関
係
の
大
学
教
授
︑
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
︑
Ｅ
Ｃ
事
業
を
し
て
い
る
人
の
３

名
で
す
︒

　
企
画
及
び
広
報
活
動
は
ど
の
よ
う
に
さ

れ
ま
す
か
。

　
特
別
募
集
を
し
た
美
濃
焼
の
器
を
活
用

し
︑
新
聞
広
告
︑
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
も
活
用
し
Ｐ

Ｒ
を
す
る
︒
ま
た
市
民
の
お
力
も
お
借
り

し
て
︑
全
国
へ
広
げ
る
事
を
考
え
て
い
る
︒

　
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
目
標
金
額
は
。

　
本
年
度
の
予
算
に
お
い
て
は
７
０
０
万

円
の
金
額
を
予
算
計
上
し
て
い
る
︒

　
３
月
の
一
般
質
問
で
美
濃
焼
を
返
戻
品

に
す
る
こ
と
で
土
岐
市
の
Ｐ
Ｒ
と
陶
磁
器

産
業
の
活
性
化
と
市
の
増
収
に
つ
な
が
る

好
循
環
を
作
れ
た
ら
と
考
え
て
い
る
と
の

事
で
あ
っ
た
が
波
佐
見
焼
の
令
和
元
年
の

実
績
の
14
億
円
に
比
べ
土
岐
市
の
予
算
は

少
な
い
の
で
は
。
来
年
度
は
今
年
の
結
果
、

成
果
に
よ
り
企
画
内
容
、
目
標
金
額
等
の

見
直
し
を
お
願
い
し
た
い
。

　
今
年
度
の
状
況
を
見
て
見
直
し
を
し
た

い
と
考
え
て
い
る
︒

●
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
手
法
を
使
い
来
年
度
の
計
画

を
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
︒

小栗　恒雄

小関　祥子安藤　学
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土 岐 市 議 会 だ よ り

今年の春先から発生した新型コロナウイルス感染症がいまだに終息していない状況です。土岐市議会と
しても新型コロナウイルス対策としての雇用調整助成金の期間延長・医療機関に支援制度の創設・地方財
政の急激な悪化に対し地方税財源の確保等の意見書を提出しています。また、新型コロナウイルス感染症
による差別・いじめをなくす声明文を市民の皆様にご理解とご協力をお願いしております。
まだまだ続くと思われる新型コロナウイルス感染症に対する対策を徹底しながら日常の生活が戻ること
を願い、この重大な局面を市民の皆様と共に克服していきたいと思います。
  （文責：安藤　学）

編集後記

議会だより編集委員会  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　委員長：小栗恒雄　　副委員長：北谷峰二
　委員：加藤淳一　後藤久男　鈴木正義　各務和彦　水石玲子　安藤学

濃南小学校の子ども達が
市役所見学に来ました。

議場見学の様子です。 7月31日

昨年度の大会の様子

自然豊かな中馬の森マレットゴルフ場では毎年11月
の第1土曜日に鶴里町・曽木町育成会と、鶴里町・曽木
町公民館主催の、「ファミリーマレット大会」が開催さ
れています。

（今年度は残念ながら新型コロナウイルスの影響により
感染防止の観点から中止となってしまいました。）

今 月 号 の 表 紙
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新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

は、注意
ち ゅ う い

していても誰
だれ

が、いつ、どこで感染
かんせん

するか 

わからない病気
び ょ う き

です。 

感染
かんせん

した人
ひと

に責任
せきにん

はなく、感染者
かんせんしゃ

やご家族
か ぞ く

が、心
こころ

ない言葉
こ と ば

や行動
こ う ど う

、差別
さ べ つ

・い 

じめによってつらい思
おも

いをするようなことは、決
け っ

してあってはなりません。 

私
わたし

たち土岐
と き

市民
し み ん

は、 自
みずか

らの感染
かんせん

防止
ぼ う し

と感染
かんせん

拡
か く

大防止
だ い ぼ う し

のための行動
こ う ど う

を徹底
てってい

 

するとともに、土岐市
と き し

からコロナ差別
さ べ つ

やいじめをなくし、家族
か ぞ く

や地域
ち い き

、職場
し ょ く ば

、 

学校
が っ こ う

においてともに力
ちから

を合
あ

わせ、コロナ社会
しゃかい

を乗
の

り越
こ

えましょう。 

明日
あ す

は自分
じ ぶ ん

が感染
かんせん

するかもしれません。 

『自分
じ ぶ ん

がされていやなことをしない、言
い

わない、許
ゆる

さない』 

土岐市
と き し

議会
ぎ か い

は、差別
さ べ つ

やいじめが生
う

まれないよう全力
ぜんりょく

で取
と

り組
く

んでまいります。 

市民
し み ん

の皆
みな

さまのご理解
り か い

ご協力
きょうりょく

をお願
ねが

いします。 

 

令和
れ い わ

２年
ねん

９月
がつ

                                  

                        土岐市
と き し

議会
ぎ か い

 

新型
し ん が た

コロナウイルス感染症
か ん せ ん し ょ う

による 

差別
さ べ つさ べ つ

・いじめ差別 いじめをなくしましょう 

市民
し み ん

の皆
みな

さまへ 

土岐市議会は、誰一人悲しい思いをすることなく、一丸となって、新型コロナウイルスという難局
を乗り越えていくことを願い、9月28日の本会議最終日に、市民の皆さまへメッセージを発表しまし
た。土岐市ホームページにも掲載されていますのでご覧ください。

なくそう！コロナ差別・いじめ
市民の皆さまへ、土岐市議会からのお願いです。


